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18− 9 世紀ア ム ド ・ レ プ コ ン 地方にお けるニ ン マ 派 の 発展

特 に チ ェ ヤ ン ・トゥプデン ドル ジ ィ の 教学を 中心 に一

ソ ウナム ・
ワ ン ジ ェ

は じめ に

　日本 にお ける ニ ン マ 派研究 として は
、 平松敏雄に よる 「 トゥ カ ン 『一切宗義』 ニ ン マ 派の

章』 の 訳注 （平松 1982）を は じめ 、 少なか らざる蓄積が あるが、埋蔵経 （gT。r　ch 。s）、
ニ ン マ

タ ン トラ （rNying 　ma 　rgyud
’
bum）、 中国禅が ゾクチ ェ ン に与えた影響な ど、

一
部の 分野が取

り組 まれて い るに とど ま り、 教学面で は、ニ ン マ 派の 歴代の 学者 たちが 、 ゾクチ ェ ン を ど の

よ うに扱い 、 位置づ けて い た か、発展史で は
、

ニ ン マ 派が チベ ッ ト （そ の他の チベ ッ ト仏教

圏）に おい て どの 要に 発展 したか な どに つ い て、具体的に、ある い は体系的に紹介す る作業

は い まだ十分に行われ て は い な い 。本稿 が扱 うア ム ド地域 に お ける ニ ン マ 派、レプ コ ン地方

に お ける仏教 （ニ ン マ 派お よびその 他の宗派）の展開も 、 従来の研究で は空 白 とな っ て い る

テ
ー

マ で ある 。 ただ し、 この テーマ の ために利用 し うる史料は、同地出身者の 著述 を主 とし

て多数存在 して い るの で 、本稿で は、それ らの 史料 を紹介 し、 か つ 依拠 しつ つ
、 標題の テー

マ に関 して 論 をすすめた い
。

1　 レプ コ ン 地方にお けるニ ン マ 派の 発展史

1．1　 チベ ッ ト全土におい て 著名とな っ た レプコ ン出身の高僧

　 14 世紀以降、チ ベ ッ ト東北部の ア ム ド地方で は仏教諸派の 活動が活発 とな り、チベ ッ ト

全土で活躍する宗教家た ち が多数あ らわれ るよ うに な っ た 。 なか で もレ プ コ ン 地方 は 、 特

に名だた る高僧を輩出 した地域で あ る 。 た とえば、ア ム ドの 古寺の ひ とつ シ ャ チ ョ ン 僧院

（Bya 　khyong　dgon　pa）を建立 （1346年〉し、ゲル ク派の祖師、ツ ォ ン カ バ 自身に沙弥戒を授

けた親教師で あ り、ブ ト ゥ ン か ら 「東方の 学問の 勇者 （RGD ，
　105）」 と呼ばれた チ ェ ジ ェ

・

トン ドゥ プ リン チ ェ ン （Chos　rje 　Don　grub　rin　chen ，1309− 1385＞、 ゲル ク派 ロ ン ボ大僧院の 開

山者 ヒ ャ ル ・カ
ーデ ン ジ ャ ム ッ ォ （Shar　sKal 　ldan　rgya 　mtSho ，1607− 1677）、ジ ャ ムヤ ン シ ェ

パ 三 世ジグメージ ャ ム ツ ォ （
’Jam 　dpyangs　bzhad　pa

’Jigs　med 　rgya 　mtsho ，1762− 1836）、 あ る

い は チベ ッ トで は じめ て各種の 近代的学聞を学び実践 した大学者で あ り、 「チ ベ ッ トの 人文

主義先駆者」 と まで 評 され る ω ドタ ク ・ゲン ドゥ ン チ ュ ン ペ ー （rDo 　brag　dGe ’d   chos
’

pel，

1903− 1951）等が い る。
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1．2　 レプ コ ン ・ ニ ン マ派にお ける著名な弘法者 5 名

　以上 は 主 として ゲル ク派 に属 す る人物で あ るが 、 「古派 」 と自称 す るニ ン マ 派 の 場合 、

17世紀か ら 19 世紀 にか けて 、リ ン ジ ン ・ホ ェ デ ン タ ヒ ー
（Rig

’dZin　dPal　ldan　bkra　shis
，

1688− 1742）、
ホ ェ チ ン ・ ナ ム カ ージ グメ （dPta1　chen 　Na  　mkha

’
　
’
jigs　med

，
1687−1746）、 チ ェ

ジ ェ
・ナガ ン タル ジ ェ （Chos　rgyal 　Ngag 　dbang　dar　rje（2），1740− 1807）、チ ェ ヤ ン ・ト ゥプデ ン

ドル ジィ　（Chos　dbyings　sTobs 　ldan　rdo 　rje， 1785− 1848）、 シ ャ プカル ・ ツ ォ
ー ドゥ クラ ン ドゥ

ル （Zhabs　d  ・Tshogs　drug   g　gm1，
1781− 1851）の 5 名が相次い で あ らわ れて 、 レ プコ ン ・

ガマ ン （3）とい うニ ン マ 派 の 一大教圏をつ くりあげた 。 本節で は、彼 らの 教学 の 分析を通 じて

ア ム ド ・レ プ コ ン地方 にお け るニ ン マ 派の発展を概観す る 。

1．3　 4 名に 閼する資料

　管見の 限 りで は
、 上記の ニ ン マ 派弘法者 5 名に関する学術的研究は い まだ に存在 しない 。

　伝統的形式で 執筆された伝記資料 として は
、 新旧 と りまぜて 、 タ ク ゴ ン パ ・コ ン チ ョ クテ

ン パ ラ プジ ェ （Drag　dgon　pa　dKon　mchog 　bstan　pa　rab 　rgyas ， 1801− 1866）の 『 ドメー ・チ ェ ン

ジ ュ ン 』 （1865 ， 以下 DG ）（
4）

、
ニ ン シ ュ

ーケン ボ ・ジ ャ ム ヤ ン ドル ジ ェ （sNyin 　zhu 　mkhan 　po
’Jarn　dbyangs　rdo 　Ole， 1932−2000）の 『ゾクチ ェ ン 持明師伝 ・青宝珠』 （2002 ， 以下 VPh ）、ケ

ツ ン サ ン ボ （mKhas 　btsum　bzang　po）の 『チベ ッ ト仏教人名辞典 』 （1973，以下 BDTr ＞な ど

に収め られて い る記述等な どが あ る 。 ただ し こ れ らは い ずれ も彼 らの 事跡を ご く簡単に提示

す る に とどまっ て い る。

　一方 、 ッ ォ
ー ドゥ クラ ン ドゥ ル の 「シ ャ プカル 自伝m （以下 ZhRN ）は 、本人 の 事跡 を詳

細に 知 りうるの に 加え、他の 3 名に関する記事も、多数み える 。 また、ジグメ
ー

タン チ ョ ク

（
’
Jigs　med 　theg　mchog ）の 『ロ ン ウ ・ゴ ン チ ェ ン 寺誌』 （1988，以下 RGN ）に も、 彼 らに関する

記事が み え る 。 さ らに は 、 2000年か ら 2004年 にか けて、ガクマ ン ・ シ リーズ （sNgag 　mang

dpe　tshogs）や 『宝な る顯續の 蔵』 （以下 DGRDz ）等、 彼ら自身の 著作集が 、 利用 しやすい 形

で相次い で刊行され   、彼 らの 思想や事跡 に つ い て より深 く研究す るこ とが可能 とな っ た 。

1．4 　 弘法事業

　本節で は 、 新たに刊行 された これ らの 史料に 基づ き、彼 らの 事跡 ・ 弘法事業を概観す る。

  リン ジ ン ・ホ ェ デン タ ヒ ー （1688− 1742）

　出家者 。 1688 年 、
レ プ コ ン の ジ ャ ウ ・ チ ェ チャ （rGya 　bo　chu 　ca ）で 生 まれ た 。 18歳よ り

23歳まで、現地の ゲル ク派の ロ ン ウ寺で 教理を学び 、 25 歳の 時 、 ラサ に赴き 、 デプン 僧院

に入 っ た  
。 こ こで 4、 5 年間勉強 したが、その 間、病に 倒れ、その 際に守 り本 尊か らの 勧

めを受けた こ ともあ り、 デプ ン 僧院を離れ （7）
、

ニ ン マ 派の名僧院 ミ ン トゥ ル リン 僧院 、 ドル

ジ ィ タク僧 院 に入 り、ニ ン マ 派 の 教学の 学修をは じめ と して 、

「ス ル ポーチ ェ お 三方」
 

の
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うち の ス ル チ ェ ン の 化身で あるガワ ン ・ク ン ガー
ソ ナ ム （Ngag 　dbang　Kun 　dga’ bsod　na 皿 s）

な ど、無宗派 （Ris　med ）運動の 大 師たちか ら教えを受けて
、 評判 とな っ た 。 48歳 とな っ た

1726年 、 故郷に もどり、全 レ プ コ ン地方で ニ ン マ 派 の 弘法に取 り組み 、 彼 の教 えを うけて 、

きわ め て 多数の 行者たちが 現れた 。

　 ホ ェ デ ン タ ヒ ーの 伝記 （KGG ）に よれば 、 青海 を主 とす る ア ム ド各地の 年中行事 の 「毎

月 10 日に行 われ る持明集修 （Rig
’dzin　gdung 　sgrub ）の 法会、月末の 空行会供 （mKha

”

gro
tshogs’

  o ）の 法会 、 年間の 八大修部 （sGmb 　ch 。n　bKa ’ brgyad）な ど」 は、彼の 指導に よ り

創始された もの で ある
（9＞。1742年、暗殺 された とされ る （KGG ，

3）。シ ャ プカ ル が 「すべ て

の レプ コ ン の ラ マ の 中で、レプ コ ン の 仏教 に もっ とも貢献 したの は ヒ ャ ル ・カーデン ジ ャ ム

ツ ォ と、ホ ェ デン タヒ ーで ある」 （KGG ，3） とい うの は 、 もっ ともで ある と思 われ る 。

　上記で提示 した ごと く、レ プ コ ン は行者で 著名な土地で あるが 、レ プ コ ン の 行者達はすべ

て 、 そ の 師を遡っ て た どっ て い くと、彼に行き着くの で ある 。 彼の 著作に つ い て は、何秩 も

ある とされ る が
、 現在 、 出版されて い るの は、彼の 自伝 とグル 、馬頭明王修持儀軌 、 吉祥天

女の 修法、聴 聞録 （lo｝な どで ある。

　近代以降 、
レ プ コ ン は 、 す ぐれ た学者を輩出した こ とを理由として 、「黄金の 郷 」、

「
学問の

郷」 と美称 され る よ うに なっ た が 、彼 は レ プ コ ン に 関する この 種の観点に初めて 反論 した 人

物で もあ る 。 彼の 自伝 中に は 、 レ プ コ ン に対す る 「田舎の 中の ド田舎 」 とい う評価 や 、

「
レ

プ コ ン の 住人 は 中途半端、漢人 は漢人で な く、チベ ッ ト人はチ ペ ッ ト人で な く、モ ン ゴ ル 人

もモ ン ゴ ル 人 で ない 」 とい う類 の 、珍 しい コ メ ン トが散見され るの で あ る （11）。

  ホ ェ チ ン ・ナ ム カージグメ （1687＿1746）

　彼に関す る資料にっ い て は、下記の 写本が ある。著者 ： ッ ォ
ー ドゥ クラ ン ドゥ ル

書名 ：Grub　ba　
’
i　dbang　phyug 　dpat　chen 　nam 　mkha

’
7i8s　med 〃mchog 　gi　rnam 　par　thar　ba　snying

bor　drill　ba　skal 　bran8　tharpar 　khridpa　
’i　ded　tiPon ．

備考 ：写本 、 約 60葉 （欠葉あ り）。 成立年不詳。 個人所蔵の 写本 。 複写は許されなか っ たが、

メ モ を取 りなが ら読む こ とは許可された （2005年 7 月）。

　 こ の 伝記 に よれ ば 、
ホ ェ チ ン

・
ナ ム カージグメ は 1687年生 まれ 、 1746 年没 。 出身地 は レ

プ コ ン ・チ ャ ン ロ ン （sPyang 　lun＞。 レ プコ ン ・ガ マ ン の 寺院 と道場 の中で 、彼の 建立 に なる

も の が非常多い 。 彼 と同時代 に活動 した リン ジ ン
・
ホ ェ デ ン タヒ ー

が レ プ コ ン ガ マ ン の 祖 と

して高 く崇敬 され るの と比ぺ て 、あま り重視 されて い な い が、レプ コ ン地方の ニ ン マ 派弘通

を考える上 で、彼の 事績には見過 ごすこ との で きな い 重要性が ある。こ の 伝記 に つ い て は別

に分析の 対象 とす る予定で あ る。

  チ ェ ジ ェ
・ナガ ン タ ル ジ ェ （1740−1807）

　行者 。 彼は 、 1740 年、グシ ハ ン の 子孫で ある河南右翼蒙旗 の 旗長の 家に 嫡子 と して 生 ま

れ 、 1772年第 4 代 目の 旗長 とな っ た 。 彼に関す る伝記史料に よれば、モ ン ゴ ル 、チベ ッ ト、

中国の 三 つ の 言語 に 習熟 し （MSYG ， 2＞、仏教 の 修学に つ い て も、
ニ ン マ 派 の教 えに限 らず 、

カ ダム派や ゲル ク派 の 多数の 高僧 を尋ねた とされ る。

　旗長 とな っ た 藍772年に 、 ジ ャ ム ヤ ン シ ェ パ ニ 世ジ グメー
ア ン オ ゥ （Kun 　m   yen

’Jigs　med
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dbang　bo，1728− 1791）よ りゲル ク派の 伝統的教学 を繰 り返 し受け、1779 年、中央 チベ ッ トに

おい て 、
パ ン チ ェ ン ラマ 六世ペ ル デン イ ェ シ ェ （Pan　chen 　dPal　ldan　ye　shes ．1738− 1780）と会

見し、グシ ハ ン の 子孫で ある こ とか ら、きわ めて 鄭重な出迎 えをうけた 。

　彼 は こ の 旅 に お い て は じめ て ニ ン マ 派の 教 えに接した。その ときの 師は、ツ ン ドゥ （brTson

’
grus）と ッ ェ ペ （Tshe

’

phel）二 人 で あ る 。 彼 は長 い 間子供 が生 まれ なか っ たが 、ニ ン マ の

教え と接 して か らほ どな く嫡男 タ シ ージ ョ ンネー （bKla　shis
’byung　gnas）に恵 まれた こ とか

ら、きわめ て 熱心 に ニ ン マ の 教え に取 り組む よ うに な り、 ツ ェ ツ ク （rTse 　chu 　khug）の シ ン

ゲ （Seng　nge ） とい う土地 に サ ン ガ クタル ジ ェ
ーラン （gSang　sngag 　dar　rgyas　gling） とい う

僧院を建立 （MSYG ，3）す るまで に なる 。

　 1724年、清朝は青海 に出兵 し、グシ ハ ン
ー
族の 当時の 長老格で あ っ た ロ サ ンテン ジン （＝

ロ ブサ ン ・ダ ン ジ ン ）を 「反乱者 」 として攻撃 し、 グシ ハ ンー族 の チベ ッ ト支配体制 を完全

に覆 した。 い わ ゆ る 「ロ ブサ ン ダ ン ジ ン の 乱」 で あるが 、そ の 戦乱の 最中にサ ン ガ クタ ル

ジ ェ
ーラ ン 寺 は潰されて しまっ た。

　著作は、「マ ハ ヨ
ーガの 生起解説 」、

「
ア ヌ ヨ

ーガの 脈 ・気の 円満次第」、 埋蔵経典な どが あ

る とされ る が
、 現在は 亡佚 して い る。現存するテキ ス トと して は 『馬頭 ・亥母如意珠の ゾク

チ ェ ン の 修法次第 ・暗黒を取 り除 く智慧の灯明 （rta　phag　yid　bzhin　noru 　bu
’
i　rdzOgS 　chen 　gyi

khrid　rim 　ma 　rig　mun 　pa　sel　ba　
’
i　ye　shes　sgron〃me ）』 （以下 MSYG ）が ある 。 ア ム ド地方に馬頭

（rTa 　mgrin ）お よび亥母 （rDo 　rje　phag　mo ）の修法 をつ たえたの は 、 彼の手 によ る もの で ある

（MSYG ，2）。

　ゾクチ ェ ン の伝承 に よれば 、 彼 は ジグメ
ー

テ ン リーウーセ ル （12）の 弟子の 系譜の筆頭 に位置

し （VPh ，515）、著名な弟子 と して は、ア ム ドにお い て 「第二 の ミラ レパ 」 と呼ばれた ツ ォ
ー

ドゥ ク ラ ン ドゥ ル が あ る 。

  ツ ォ
ー一ドゥ ク ラ ン ドウ ル （1781＿1851）（13）

　出家者 。 1781年 、レ プ コ ン の シ ュ ン ポン （Zho
’
ong ）に生 まれ る。10歳の 時、レ プ コ ン

の 行者会に 加わ り、17歳の 時、ラ ン ジ ャ （Gling　rgya ）の テ ン バ ー
ラプジ ィ （bsTan　pa　rab

rgyas ）よ りタ ン カ の 描 き方 を学ん だ 。
21歳の 時、ラジ ャ僧院 （Ra　rgya 　dgon、1769 年建立）

の 創建者ア
ーリクゲプシ ェ

・シ ャ ン バ ー
ゲラクジ ャ ン ツ ェ ン （A　rig　dge　bshes　Byams 　pa　dge

legs　rgyal 　mtshan ， 1726−1803）（14）の もとで 出家 し、具足戒を授か っ た 。
つ い で ゾクチ ェ ン の

伝承 チ ェ ジ ェ
・ナガ ン タル ジ ェ よ りニ ン マ の教 えのすべ て を受 け、 彼 を根本 師 とした 。

26 歳

の 時、全 チベ ッ トを巡 る旅にで て 、 各地の 聖地で修行 を行 っ た 。 37歳の 時、ネ パ ール に 出、

48歳 とな っ た 1829年 に レ プ コ ン に戻 っ た 。

　 レ プ コ ン で は仏法を広め、衆生 を利益す る広範な活動に取 り組んだ。多数の 弟子があ っ た

が 、特 に 著名な者 として は ペ マ
・ラ ン ト ゥ ル （Pad　ma   g　grol＞、カ テ ン ・ラ ン トゥ ル （sKal

ldan　rarig　gro1）、 サ ン ジィ リン チ ェ ン （Sangs　rgyas 　rin　chen ）、チャ ン ロ ン
・タクカ ル （ICang

Iun　sprUl 　sku ）な どが い る 。

『雪域歴代名人辭典』 （以下 GKhRM ）に よれ ば 、 著作は二 十五秩

ある とされ る （GKhRM ，1471）が 、 ポタラ宮殿所蔵の 「ニ ン マ 派全集目録』 （以下 NS ）に は、

七秩 しか挙が っ て い な い （NS ，323−325）。 その うち四秩は写本で ある 。 著作の 内容 は
、 巡礼
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記をは じめ 、 グル （mGur ）、本尊修持法、教訓な どで、伝 記 ・グル の 『シ ャ プ カ ル パ の ナム

グル 』 （ZhRN ，一一）が 極め て 有名で ある 。

　ゾクチ ェ ン の 伝承 に よれ ば、彼はジグメ ー
テ ン リ

ー
ウ
ーセ ル の 弟子の 系譜の 第二 番目に位

置する （VPh ，
515）。

  トゥ プデ ン ドル ジ ィ に つ い て は、次の 2．2 で詳述す る 。

小結

　以上で検討 した弘法者たちの 事例をふ まえ、チ ベ ッ ト仏教史上 に お け る レ プ コ ン 、ニ ン マ

派の 位置づ けをあ らた め て 考えて み た い
。

　吐蕃王 朝は チ ペ ッ トと い う国家の 枠組みをっ くっ た政権で ある 。 この 時代以降 、 チ ベ ッ ト

高原 の 住人た ち は
、 王 朝や政権の 変遷を超 えて、チ ベ ッ トとい う国家へ の 帰属意識 を保ち続

ける 。 チベ ッ トの 一体感 を支 える要に位置して い た の が 、 こ の 王 朝の 時代 に 成立 したチ ベ ッ

ト語訳の仏典 を基体 と した仏教文化で あ っ た。

　吐蕃王 朝 は、ヤ ル ル ン河流域に お こ り、中央チ ベ ッ トよりチベ ッ ト高原 を制覇 した 。 レ プ

コ ン は 、チペ ッ ト高原の東北方に位置 し、唐王 朝、西域、北宋、西夏、モ ン ゴ ル な ど諸民族

との 抗争の 最前線に位置す る辺境で あ り、 中央チペ ッ トで生 じた文化現象が波及す る に は 、

非常に 時間 を要 した。

　チ ベ ッ トにお ける仏教の 本格的弘通は 7 世紀よ り8 世紀 に か け てで 、 僧伽の 設立 、 仏典翻

訳の 国家事業化な どが 着手 される が
、 東チ ベ ッ トに仏教信仰が 波及す るの は、中央チ ベ ッ ト

に お ける破仏期をは さん で 、 さ らに時代が くだ る。

　ニ ン マ 派 自体 は、吐蕃時代 以来の伝統 を有す る諸宗派の 総称で あるが、ニ ン マ 派教 団の組

織化 、 僧院の 建立が行われ る の は 16、17 世紀 （15）の こ とで あ り、 ア ム ド、 レプ コ ン地方に ま

で その 教線が延 びて くるの は 18世紀 まで くだ る 。 レ プ コ ン地方の ニ ン マ 派発展は、チベ ッ

ト全土 にお け るニ ン マ の教団組織の 強化の 結果 として 生 じた事態 とい える 。

　ひ とた び ニ ン マ 派の 教線が及ん で 以降、レ プ コ ン 地方 は ニ ン マ 派 の
一
大中心 とな っ た。ア

ム ド地方 に おけ るニ ン マ 派弘通史上、名だた る伝承師 5 人が相次い で現れ、多数の 著作をも

の し 、 大 き な影響を残 した 。 また行者 （sNgags 　pa）が多数活動 して い る地方 として も、名高

い
。 チ ベ ッ ト全体をみ ると、ニ ン マ 派行者 の 数、道場 の 数 にお い て 、 レ プ コ ン ・ガ マ ン に 匹

敵す るよ うな地域 は他 に ない
。 す なわち 、 チ ベ ッ ト仏教圏全体を通 じて みて も、ニ ン マ 派の

発展 は 、 16 世紀に ウーッ ァ ン よ りは じま り、東方へ
、

つ い で東北方 へ 伝播 した 。 その 影響が

レ プコ ン に及 んだの は 17世紀か ら 19世紀にか けて で あ り、こ の 時期に レ プ コ ン ガマ ン とい

うニ ン マ 派有数の 教圏 を成立させ 、その 拡大、発展 は 20世紀に い たる まで続 くの で あ る 。
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2　 トゥ プデ ン ドル ジィ の 事跡 と思想

2．1　 伝記資料につ いて

　ニ ン マ 派に属する人々 の 事跡 に 関す る資料 は、他派 と比較 して次 の よ うな特徴が あ る。

　ニ ン マ 派 は 、 元来 、 大僧院 を擁 し、

一人の師匠に多 くの 弟子が つ くとい うような組織形態

で は なか っ たた め、他派な らば、自伝の ない 場合で も、高弟たちに よる伝記が残 され て い る

人物 の例が よ くみ られ るが 、
ニ ン マ 派で は その よ うな事例が ひ じ ょ うに 少な く、大部の 著作

を残 して い なが ら、事跡が定か で は ない人物が 多数あ る。その た め、ニ ン マ 派 で は、宗派の

思想 的発展や、各地 へ の 布教 におい て大 きな足跡 を残 した重要人物で さえ 、 そ の 事跡を研究

しよ うとす るに あた り、 資料上の 困難を覚え る こ とが ま まみ られ る 。 例えば持明表示伝の 第

六代、シ リーシ ン ハ は、パ ドマ サ ン バ ヴァ の 師匠で もある ニ ン マ 派の 重要人物で ある（16＞が 、

その伝記資料は残され て い な い
。 ト ゥ プテ ン ドル ジィ の 場合も、 ま とまっ た伝記資料がない

た め、彼の 事跡 を考察す るに あた っ て は、1章 で利用 した ような資料群の断片的な記述 よ り、

探 っ て ゆ くほか はない ので あ る 。

　 トゥプテ ン ドル ジ ィ も、伝記資料を欠 く重要人物の ひ とりで あ り、彼の 事績を解明するた

め には、彼 と同郷で 同時代に活躍 した人物たちの著作や、か れ らに関する資料の 記述を利用

して ゆ くこ とに なる。

　こ の ような 目的 に用 い るこ とが で きる資料 として は、13 で紹介 した ごとく、 伝統 的形式

で 執筆され た新旧の 伝記が あ る 。

2．2　 伝記及び事跡

　 トゥ プデ ン ドル ジィ は、ア ム ド地方 レ プ コ ン の出身で 、 本名 は コ ン オ ゥ ヨ ン テ ン （Gong

bo　yon　tan） と言 う （DG ，　332；蒲文成 1989，456）。 1．3 で言及 した伝記史料群 よ りま とめた彼

の事跡 は以下の とお り。

　生年は 1785 年で、沒年に つ い て は従来の 研究で は沒年が不明だ っ た が 、最近 目に した

クーデー ・ゾクチ ェ ン ナム ジ ェ
ーラ ン （Ko ’

u 　sde 　don　rDzogs 　chen 　rnam 　rgyal 　gling）の 寺史

（著者不詳，k
’
U　sde 　don　rdZOgS 　chen 　rnam 　rgyal 　gling　gyi　gdan　rabs

， 成立年不詳 。 個人所蔵の 写

本で 、2005 年 7 月、所蔵者の 許可を得て メ モ を と りつ つ 閲覧 した ）に よれば （5b）、

「彼が

63歳 とな っ た第 14 ラプチ ュ ン の 戊申 （1848 年）に 色体は法界に 滲み行 っ た （rab 　byung　bcu

bzhi　ba’i　sa　pho　spre1 　spyi 　lor　gzugs　sku
’i　bkod　pa　chos 　dbyings　su 　bsdus　so ）」 と書か れて い る。

　 また 、 彼 の 主著 『宝 なる顯績の 蔵 』 （DGRDz ）の 脱稿年 として 、 著者本人 に よる
「
私が 54

歳 とな っ た戊戍 （rNam 　
’

phyang 、 1838）年」 と い う記述が あ り、 また 、 ッ ォ
ー ドゥ クラ ン

ドゥ ル の 『自伝 』 （ZhRN ）に よれ ば、 彼 が 61歳 で あ っ た 1842年 に
、 トゥ プデン ドル ジィ よ

り 『宝 なる顯續の 蔵』 の 口伝 「Lung」 と教導 「Khrid」 を受 けた とあ る （DGRDz1 ，3−5）ので 、

少な くと も、57 歳の 1842 年まで 存命で あっ た こ とがわ か る。
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　以上の 二 史料の記述よ り、 彼の 没年が 1848 年で ある ことが確認され た 。

　幼 い 時は故郷の ゲル ク派寺院チ ュ クチ クヒ ェ ル 僧院 （bCu　gcig　shel 　gyi　dgon＞
（17）

に入 り、

こ の僧 院 に お い て律や別解脱戒、内菩薩戒、密秘真言戒 と言 う三檀大戒律 を授か っ た。そ

の後 、 ア ム ドにお ける カ ダム派の 最初の 弘法拠点で ある ラジ ャ 僧院に入 り、
ヒ ャ ン ザパ ン

ディ タ ・
ロ ブザ ン タル ジ ェ ジ ャ ム ツ ォ （Shing　bza

’
　paNDita　ta　Blo　bzang　dar　rgyas 　rgya 　mtSho ，

1759− 1824）な ど の も とで 三蔵 、
三学を 5年ほ ど学んだ 。 そ して、さまざまな場所を巡拝 して

そ こ で 修行を続けた 。 そ の 間に
、 本尊 と護法神の 予言が下 り、

ニ ン マ 派 、 カ ギ ュ 派 、 サキャ

派、 ゲル ク派の 四大宗派の い ずれ もが栄 えて い る土地 と して 知 られ るカ ム地方 デル ゲ （sDc

dge）の 町 へ むか っ た 。 この 地で は 、
ニ ン マ 派の 碩学 た ちか らニ ン マ の教 えをうけた 。ゾク

チ ェ ン僧院 （rDzogs 　chen 　dgon　pa）で は、同寺の 座主の ミ ン ギ ュ ル ナ ム カ ドル ジ ィ
（18）な どに

師事 し 、 また 当時の ニ ン マ 派の 最高 の碩学 とされ て い た ジ グメーテ ィ ン レ ーオーセ ル （19＞
の

ヤ ェ ロ ン ペ ー
マ コ 寺 （Yar　klong　padma 　bkOd）（20）eこ長い 間滞在 し、彼 か ら三種の 内タ ン トラ

「maha
’

ayoga 」、 「anuyoga 」、「
atiyoga 」 を特 に伝授 され （VPh ，653）、彼か ら、「

ロ ン チ ェ ン ・

チ ェ ヤ ン トゥ プデ ン ドル ジィ ・マ ン パ ム シ ョ グレ ナン バ ル ジ ェ
ー

ワ 」
（211とい う最高の 栄誉

の名前 を授か り、自身 と他の ひ とび とに より、チ ェ ヤ ン ・トゥプデ ン ドル ジ ィ として 知られ

るよ うにな り、 ドードゥ プチ ェ ン の四大金剛弟子の
一

人に数えられ る （VPh ， 531）。

　そ の 後 、 ジ グメ ーテ ィ ン レ ーオーセ ル ーよ り、 故郷レ プ コ ン に戻 り、 弘法に 努め よ とい

う指示を うけ、故郷 に 帰還 し、 クーデー ・ゾクチ ェ ン ナ ム ジ ェ
ーラン僧院を建立 （こ の 寺 は

1958 年に 「民主改革」 に よ り破壊され るまで 存在 して い た （蒲文成 1989，
　456）、 この寺を拠

点に布教や学生の 指導な ど の 活動に従事し、代表作 『宝な る顯續の蔵 』 （DGRDz ）の 執筆に

取 り組 み 、 完成 させ た 。

2．3　 代表作 『宝なる顯績の蔵』 とその構成

　 トゥプデ ン ドル ジ ィ が著 した 『宝 なる顯密の 蔵』 （DGRDz ）は、チベ ッ ト東北部の ア ム ド

地方で長 らく伝存されて きた 重要文献 の ひ とつ （DG ， 332；VPh ， 653；蒲文成 1989，456；RGD ，

549）で あ る 。 原本 は チベ ッ ト伝統 の ペ チ ャ形式で 、 13 秩か ら成 り、 木版刷 りに よっ て開版

出版 された 。 原本刊行当時 よ り、 チ ペ ッ ト全土で 、と りわ けニ ン マ 派の 中で 、名著 として高

い 評価を受けて きた 。

　 1928 年 に 中国国 民政府が ア ム ド地 方 に 設置 した青海 省の 主席に就 任 した 馬歩芳 （任

1938−49）は、代理主席の地位に つ い た 1937 年よ り、こ の 地方に戦乱 を引き起 こ した 。
レ プ

コ ン 地方は 1937 年に劫略 をうけ （崔永紅ほか ， 1999＞、その際 、 他の 多 くの文献 と ともに本

書の版木 も散逸 して しまっ た （Nor　sde 　2000，5）。

　しか し、1984 年、中国人民政府より 「民族古籍整理重点項 目」 の指定 と支援を受 け 、 散逸

した諸文献 の 復元 の 試みが開始 され、本書 も、 各地に残存する断片の 蒐集が行わ れて
、 全体

の 復元が可能 とな っ た 。 16年の 編纂作業を経て 、2000 年、四川民族 出版社 よ り、 全 5 冊の

洋装活字本 に よ っ て 復刻版が 刊行され た 。 本書は ト ゥ プデ ン ドル ジ ィ の 代表作で は あ るが 、
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こ の 著者に は、その 他に も守 り本尊の リ レ クナ ク ポ（22）関係の 著作が 多数 あっ た
。 しか しな

が ら 、
こ ち ら に つ い て は テ キ ス トの 蒐集が は か ば か し くな く、 復刊の 目処 は全 くた っ て い

な い
。

　本全 集の 内容 は 、 大 き く 「顯 （顕教 ）」 と 「續 （密教）」 とに大別 され る 。 復元 された復刻

版の 構成は以下の とお りであ る 。

具体的な例示

その 構成は、他の 文献にはみ られな い 独特な もの で 、

　 目録
「dkar　chag 」 （V6L　1，1−5）

A 根本要義 「rtsa　ba」 （本文）（Vol．1．　9−86）

B 要約 「bsdus　don」 （VoL　1
，
89464 ）

C 字句解説 「’bru　’

grel」 （Vol．1，
167−449）

D 詳細な解説
「rgyas

’
grel」 （Vol．2，

　3−832 ；VbL3 ，
3−503；Vol　．4

，
　3−571）

E 図解説明 「dpe’

u 酌 」 （vol．5，1−381）

の 六部で 構成 され て い る 。 要約以下の 四部は 、 すべ て根本要義部分に対する注釈で ある 。

2．4　 師資相伝及び彼の 思想

　こ こで トゥ プデン ドル ジ ィ の 思想 を 、 彼 に関わ るラプジュ
「B且abrgyud 」 と称 され る師資

相伝を通 して 考察 した い 。

2．4．1　 ジグメーラン ワの伝承

　まず、
ニ ン マ 派 で 「甚深近伝 （Nye　brgyud　zab 　mo ）」 とい われ る初 め の 人物、18 世紀の 「遍

知者ジ グメーラ ン ワ （Kun 　mkhycn
’Jigs　med 　gling　ba，1729−1798）」 か ら見る こ とに する 。 彼

は
「遍知者 ロ ン チ ェ ン パ （Kun 　mkhyen 　Klong　chen 　pa，

1308− 1363）」 より三世紀 も後の 人物で

あ るが 、 しか し、
ニ ン マ 派の数多 くの文献で は 、 ジグメ

ー
ラ ン ワ は ロ ン チ ェ ン パ の すぺ ての

伝承や教 えの権威者 として 承認 されて い るの で あ る。 さ らに、彼は 「遠伝 （Ring　brgyud）」
・

「近伝 （Nye 　brgyud）」
・「浄相伝 （Zab　mo 　dag　snang 　gi　brgyud　pa）」 とい う三つ の 伝承 の保有

者 （23）として も承認 されて い る。

　なお、ジグメ
ー

ラ ン ワ の 伝承 の 保有者 として次 の
「弟子 の 4 名 の ジ グメ ー

」 とい う弟子た

ちが あ る 。

「弟子の 4 名の ジ グメ ー
」

  ジ グメーテ ィ ン レ ーオーセ ル ー （
’Jigs　med ’

phdn　las
’

・d　zar
，
1745−1822）

  タサ ラ マ ・ジグメ
ージ ェ ウ ィ ニ ゥ ク （rTa 　zag 　bla　ma 　

’
Jigs　med 　rgyal 　ba’i　myu 　gu，

1765−

　 1843）

  モ ン ラ マ ・ ジ グメ ー コ ン チ ュ クナ ム ジ ェ （Mon 　blama ’Jigs　med 　dkon　mchog 　rnam 　rgyal ）

  ギツ ィラマ ・ジ グメーオ ウ セ ル （dGe　rtse　bla　ma ’Jigs　med ’

od 　zer ）
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「5 名の 化身」

彼が他界 した 1798 年前後 には、5 名の 化身が現れた こ とに なる （M ）。

  身化身 ・ジ ャ ム ヤ ン ・チ ェ ン ツ ィ ア ン オ ゥ （
’Jam　dbyangs　mkhyen 　brtse　dbang　bo，　182〔F

　　 1892＞

  語化 身 ・ホ ィ テ ィ ・ジグメチ ィ チ ア ン オ ゥ （dPal　spru1 　
’Jigs　med 　chos 　kyi　dbang　bo，

　1808−

　　1887）

  意化身 ・チ ェ ン ッ ィ
・イィ シ イ ドル ジィ （mKhyen 　brtse　ye　shes 　rdo 　ije， 1800− 1866）

  功徳化身 ・ミ ン ギュ ル ・ナム カ ドル ジィ （rDz ・gs　ch 。n　Mi ’
gyur  m   a

’

rdo 　rje，　1793−

　　1870）

  事業化身 ・ジ ェ セ ィ
・シ ャ ン パ ン タイ ィ （rf｝yal　sras 　gZhan 　phan

’tha’　yas， 1800−？〉

　 トゥ プデ ン ドル ジィ の 最も重 要な師 2 名の うち、ジ グメー
テ ィ ン レ ー

オ
ー

セ ル は 「遍知

者」 ジ グメ ーラ ン ワ の 「弟子 の ジ グメー
の 4名 」 の首席にあた り、ゾクチ ェ ン 四世 ミン ギ ュ

ル ナムカ ドル ジ ェ はジグメ
ー

ラ ン ワ の 功徳化身にあた る。

　ミ ン ギ ュ ルナ ム カ ドル ジ ェ はジ グメ ーラン ワ の 化身 の
一人 に数え られ るけれ ど も、実際に

ジ グメ ーラン ワが他界す る以前に 誕生 した人物で あり、その 教えは ジ グメ
ー

テ ィ ン レ ー
オ
ー

セ ル か ら承受 して い る 。

2．4．2　 ジグメーテ ィ ン レーオーセルの根本伝承

　また 、 ジグメ
ー

テ ィ ン レーオ ーセ ルか ら始まる伝承 として は 「転生 」 と 「
弟子」 とい う二

つ の 伝承が あ り、 トゥ プデ ン ドル ジ ィ は
「弟子の 伝承 」 に数えられ る

。 そ して 本稿の レ プ コ

ン 地方 に お けるニ ン マ 派の 発展史で 述べ た 5 名の ニ ン マ 派弘法者の うち、 チ ェ ジ ェ
・ナ ガ ン

タル ジ ェ と ッ ォ
ードゥ クラン ドゥ ル もジ グメ ー

テ ィ ン レ ーオ
ーセ ル の 「弟子の 伝承 」 に数 え

られ るの で あ る 。

それ らの 伝承 に つ い て は、具体的に は以下の とお りとなる 。

「転生の伝承 （sPru1 　brgyud）」

  ジグメー
テ ィ ン レ ーオーセ ル

  二 世 ・ジ グメ
ープ ン ッ ォジ ュ ン ネィ （

’Jigs　med 　phun　tshogs
’byung　gnas，1824− 1863）

  三 世 ・ジ グメ ーテ ン ビ ニ ュ マ （
’Jigs　med 　bstan　ba’i　nyi 　ma ，　1864− 1926）

  四世 ・ジグメ
ー

テ ィ ン レ ー
ホ ゥ バ レ （

’Jigs　med ’

phrin　las　dpar
’bar

，
1927一現在）

「弟子の 伝承 （sLob 　brgyud）」

  チ ェ ジ ェ
・ナガ ン タル ジ ェ

  ツ ォ
ー ドゥ クラ ン ドゥ ル

  チ ャ プゴ ム ・ペ マ ジ ャ ム ツ オ （sKyab 　mgon 　Padma 　rgya 　mtsh ・
，
　1829− 1890？）
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  ヂ ィ カ ・ チ ィ ニ ュ サ ン モ （D
’kaki　chos 　nyid 　bzang　mo

，
　1865− 1953）

　 （以下省略）

2．4．3　 ジグメーティ ン レーオーセルの支分伝承

　 こ こで 支分伝承 とい うの は 、 ジグメ
ー

テ ィ ン レ
ーオー

セ ル の最 も重要な伝承保有者を指

し、 ドル ジ ィ の 4 名の 弟子か らな る。

  チ ャ ン ツ ィ ・イ シ ドル ジィ

  ジ ェ セ イ
・

ロ ブペ ドル ジ イ （rGyal 　sras　rol　bai　rd・ rje）

  トウ プデ ン ドル ジ イ

  リパ ・タム ツ ゥ ドル ジ ィ （Ras　pa　dam　tshig　rd。　rje）

2．5　 トゥプデ ン ドル ジ ィ の思想の由来

　 トゥ プデ ン ドル ジ ィ の 思想 の 由来に つ い て は、本 来な ら、彼 の 最 も重要 な師 で あるジ グ

メーテ ィ ン レ ーオーセ ル に つ い て 詳 しく調べ る べ きで あろ うし、 ジグメ ーテ ィ ン レ ーオーセ

ル とジ グメーラン ワ との 関係や、彼らの 伝記文献な どを分析して 探求するこ とが理想的で は

あるが 、 本稿で は 、 資料上の 制約に よ り、 師資相伝の 系譜の 分析 とい う項目
一

点の みか ら、

考察す るもの とした 。

　 ニ ン マ 派で は 、 その起源を吐蕃王朝時代の パ ドマ サ ン ヴァ バ に求めて い るが 、 王朝時代以

来 の ふ るい 伝承や テ キス ト （＝ ニ ン マ ）を集成 し、一
つ の 宗派 として の 体裁を ととの えたの

は、14世紀にあ らわ れた ロ ン チ ェ ン パ で ある 。 彼 と、そ の 300年後に あらわれたジグメ
ー

ラ ン ワは
、

ニ ン マ 派 内部で 、それ ぞれ 「第
一

遍知者 」 （Ku 皿 mkhyen 　dang　bo）、

「第二 遍知者 」

（K 皿 m   yen　gnyis　pa） として 敬われ て い る 。
こ の 300年間の 空隙 に もかか わ らず 、

ニ ン マ

派で は、ジグメ ーラ ン ワ こ そが ロ ン チ ェ ン パ の 権威 を も っ とも よ く受け継い で い る とみ な さ

れて い る 。 すなわち 、 トゥ プデ ン ドル ジ ィ の 思想の 由来を探る に あた っ て は
、

ジ グメ
ー

ラ ン

ワ に さか の ぼ る必要が あ る こ とにな る 。

小結

ジグメーラ ン ワ か ら の 各種の 伝承を改め て要約す るな ら、 以下の とお りで ある 。

  トゥ プデ ン ドル ジ ィ の 最も重要な師で ある ジ グメ ー
テ ィ ン レ ーオ ーセ ル は ジ グメ ー

ラ ン

　 ワ の 「弟子の 伝承 」 に 数え られ て い る 。

  トゥプデ ン ドル ジ ィに とっ て ジ グメーティ ン レ ーオーセ ル に次 い で 重要な師で あるミ ン

　 ギュ ル ナ ム カ ドル ジ ィ は、ジ グメ
ー

ラ ン ワ の 「化 身の 伝承 」 に数 えられて い るが 、 実際

　 に は ジ グメ リ ン パ が没す る以前に生 まれ てお り、
ニ ン マ の教えはジ グメ

ー
テ ィ ン レ

ー
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　 オーセ ル よ り受けて い る 。 ゆえに彼 は トゥ プデン ドル ジィ の 師であ る と同時に、ともに

　 ジグメーテ ィ ン レ ーオ ーセ ル の 弟子で もある とい える 。

  本稿 に おい て 、

一
貫 して そ の著作を利用 して きた ホ ィ ティ

・ジグメ チィ チア ン オ ゥ もま

　 た 、 ジグメ ーラ ン ワ の 「化身の 伝承 」 の 一人 に数 え られて い る 。 しか し、 重要概念に 対

　 する用 語や表記法 よ り見 た場合に は、ジグメ
ー

テ ィ ン レ ーオーセ ル の 系統に属する トゥ

　 プデ ン ドル ジィ とは異な る用 語や概念を多数用 い る人物であ るこ とが明 らか とな っ た 。

  本稿の 舞台で あ る レ プ コ ン の ニ ン マ 派に関わ る 5名の 弘法者の うち 、 チ ェ ジ ェ
・ナガン

　 タ ル ジ ェ 、 ツ ォ
ー ドゥ クラン ドゥ ル の 2名 は 、 ジグメ

ー
テ ィ ン レ ーオーセ ル の 「根本伝

　 承 」 の うち 、

厂
弟子伝承 」 の第 1 と第 2 に数え られ る。 また トゥ プデ ン ドル ジィ はジ グ

　 メ
ー

テ ィ ン レ
ー

オ ーセ ル の 「支分伝承 」 の 「弟子伝承 」 の 筆頭に数え られ る。

　以上 よ り、レ プコ ン 地方 にお け るニ ン マ 派の 発展は、すべ て ジ グメー
テ ィ ン レー

オ
ー

セ ル

の系統 に よっ て担わ れて きた と い え る。

　トゥプデ ン ドル ジ ィ は ジ グメー
テ ィ ン レ ー

オ
ー

セ ル の 弟子で あ り、また もう一人の 師ミ ン

ギュ ル ナ ム カ ドル ジ ェ は、ジ グメーティ ン レ ーオーセ ル に師事した人物で ある。ゆえに トゥ

プデ ン ドル ジ ィ の 思想 は ジ グメーテ ィ ン レーオーセ ル に由来す る もの で あ り、 さ ら に さか の

ぼれ ばそ の 源は 「甚深近伝」 の 最初の 人物で あるジ グメ
ー

ラ ン ワ に ま で 行き着 くの で あ る。

おわ りに

　ニ ン マ 派で は 、以上 に 明 らか に した 、 師資相伝の 種種の 系譜か ら、様々 に 異な る用語表記

や術語の 解釈が 多数現れ た もの と思わ れ る 。 従来 よ り、
ニ ン マ 派で は 、 ひ と りの 人物が 、複

数の 異な る伝承を受け継 ぐこ とや 、

一
つ の 教 えを受け継 ぐ、 系統の 異なる伝承の 系譜が併存

するな どの 状況が 、 頻繁に観察され るの で あ る 。 例 えば 、

「タン トラ部」 に属する ニ ン マ 派の

重要な文献 「幻化網 （sGyu 　
’

phrul　drwa　ba）」 だ けで も、

「共通の もの （thun　mong 　pa）」
； 「ス

ル流 （Zur　lugs）」 、

「共通で ない もの （thun　mong 　ma 　yin　pa＞」 ≡ 「
ロ ン 流 （Rong　lugs）」、「全

く共通で ない もの （shin 　tu　thun　mong 　ma 　yin　pa）」 ＝ 「
ロ ン チ ェ ン パ 流 （Klong　chen 　pa　lugs）」

とい う三 っ の 流儀が あ り、それ らの 違い はイ ン ド密教や中国禅 の 両者の 影響 をどの ように 受

けた か を反映す る もの で ある とい う研究 も存在す る
（25）

。

　今後の 課題 として は、主 として以下の項 目を予 定 して い る 。

　第一
に 、 ア ム ド ・ゴ ー

ロ ク （mGo 　log）にお けるニ ン マ 派 の 発展 に つ い て 。
ゴ ー

ロ クは、

レ プ コ ン と同様、チベ ッ ト全土に お けるニ ン マ 派 の 教団組織の 強化の 中で 、 規模 と質の 両面

に お ける ニ ン マ 派の 大発展が 見られ た 。 1857 年に建立 された タル タン僧院 （Dar　thang 　dgon

pa）を中心 とした歴代の ラ ツ ウ （IHa　sprUl ）や歴代の チ ュ ク ツ ウ （mChog 　spru1 ）の 動静に焦

点をあて て
、

こ の 地の ニ ン マ 派の 発展につ い て 考察して ゆ きた い 。

　第二 に
、 ガーク （rNga 　khog）およびジ ェ ロ ン （IGyal 　rong ）にお けるニ ン マ派の 展開に つ

い て 。 こ れ らの 地域 は、吐番時代の 大訳師 ベ ル チ ャ
ー

ナが滞在 し 、 古 くか らニ ン マ 派 を伝 え

て きた地で 、ア ム ドで は ニ ン マ 派の 寺院が 最も集中した 地で ある 。 こ の 地の ニ ン マ 派の 信仰
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形態には、チ ベ ッ ト独 自の 宗教で あるボン 教 との 混 淆が見られ る とい う特徴が ある
。 特に ニ

ン マ 派とボ ン 教の 相互影響を中心 とし て
、

こ の 地に お ける ニ ン マ 派の 発展 に つ い て考察して

ゆ く予定で ある 。

略号表

BDTT　　mKhas 　btsun　bzang　pO，1973．

DChG

DG ．

mKhas 　pa　lde
’
u （12世紀）．IDe

’
u ・chos

’byung　rgyas 　pa （12世紀頃）．使用刊本： mKhas 　pa　lde’u

（賢者弟吾）．mKhas 　pa　de’us　mdzad 　pa
’
i　rgya 　bod　kyi　chos

’byung　rgyas 　pa （弟吾宗教源流）．Ed．

Chab　spel 　tshe　brtan　phun　thogs （恰白 ・次旦平措）．　IHa　sa （拉薩）： Bod　：jongs　mi 　drnangs　dpe

sknln   ang （西藏人民出版社），1987．

Brag　dgon　pa　dKon　mchog 　bstan　pa　rab 　rgyas
．
（1801−1866）．｝iil　mdo 　smcid 　kyi　ijongs　su 　thub　bstan

rin 　po　che 　ji　ttar　ba
・
i　tshut　gsal　bar　brjod　pa　deb　t　her　rgya 　mtsho （1865）．使用刊本 ： Brag　dgon

pa　dKon　mchog 　bstan　pa　rab 　rgyas （智貢巴 ・貢去乎丹巴堯布傑）．mDo 　sntad 　ches 　
’byung （安多

政教史）．Ed．　sMon 　lam　rgya 　mthso （毛蘭木嘉措）．　Lan・kro’

u （蘭州）： Kan　su
’
u　mi 　rigs　dpe　skrun

khang （甘粛民族 出版社），
1982．

DGRDzl −5　Klong　chen 　Chos　dbyings　stobs 　ldan　rdQ　rje （1785−1848）．mL ）o　rgyud 　rin　po　che
’i　・mdzod 　ces

　　　　bya　ba’i・bstctn・bcos （1838）．使用刊本 ：Mong 　chen 　chos 　dbyings　stobs　ldan　rdo 　rje （隆欽闕英殳

　　　　丹多吉）．mDo 　rgyud 　rin　po　che 　
’
i　mdzod 　ces　bya　ba’i　bstan　bco （顕密文庫），5vols．　Khreng　tu

’
u

　　　　 （成都）：Si　khron　mi 　rigs　dpe　skurn 　khang （四 川民族 出版社），2000．

DKhN 　 mDo 　mkhen 　brtse　Ye　shes　rdo 　lie（1800」 1866）．履 ）o　mkhen 　brtse　ye　shes 　rdo 　rje
’
i　ruam 　thtvr．使

　　　　用刊本： mDo 　mkhen 　br鵬 Ye　shes 　rdo 巾 （多欽則益西多吉）．〃 1Do 厭 伽 伽 58 　y8 ∫海8肺 40 ヴθ
’
‘

　　　　   肋 r （多欽則伝）．Ed．Bkra　shis （扎西）．　Khreng　tu’

u （成都）： Si　khron　mi 　rigs　dpe　skum

　　　　 khang （四 川 民族出版社），1997，

DS dBal　mang 　dKon 　mchog 　rgyal 　mtshan （1764一正853），bDen 　gtam　snyin8 　rJ
’
e　
’i　rol 　mtsho 　las　zur 　du

うツung 　ba　sa　rnying わ初
’brgud　SOgS 　kyi　khyad　bar

’
8057η0∫ 肋 α燗 〃昭 ’0

’
∫79ツ伽 8∫

P

占04 頬 励 〃

dU　bya　gtong　snyan 　sgron 　bdud　rtsi
’i　bsang　gtor．使用刊本 ：GPh，　pp，647−743．

DTh2　　Ye　shes 　rdo　rje　2002．

DTshCh 　 Dung　dkar　blo　bzang’

phr置n　las　2002．

DzRKKhun 　chen 　Klong　chen 　rab
’byams （1308−1363）．rDzogs 　pa　chen 　po　sems 　nnンid　rcmg 　grol；chos

nyid 　rang 　grol　；〃mnyam 　nyid 　rang 　grot　bcas　rang 　grol　skor 　gsum　bzhu8s　so （14 世紀）．使用刊本：

iGyal 　ba　klong　chen 　pa （龍欽巴）．　rDzogs 　pa 　chen 　po　rang 　grot　skOr 　gsum （大圓満三 自解脱論）．

台北、大蔵文化出版社、1995。チベ ッ ト語テキス トの ほか、法護に よる中国語訳 も併収。

GKhRM 　Ko　zhul 　grags　pa　
’byung　gnas　and 　iGyal 　ba　b且e　bzang　mkhas 　grub　1992．

GPh

KGG

Rin　chen 　tShe　ring（仁青才譲）編 dGag　lan　phyogs　bsgrigs（辯論文選集）．Khreng　tu’

u （成都）：

Si　khron　mi 　rigs　dpe　skurn 　khang （四川民族出版社），1997，

Rig ’dzin　dPal　ldan　bkra　shis 　（1688−1742）．　R αη8 アntrm 　r加 po 　che 　
’i　do ∫加 ’ska ’鰄αη η重8〃 ム〆ゴ

  ツ砌 phreng．　PKS，　PP1 −3L
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KS

MSYG

NS

PKS

RGD

，　 TshL

TsNM

VPh

ZhRN

Sh・・ sK ・11dan　・gy・ mt ・h・ （1〔rO7− 1677）・mD ・ sn・ad 　・gn ｛b　brgyud　bstan　pa　
’
i　shing 　rta 　chen 　p。

phyag　na 　Ptuimo　yab　rje 　bla　ma 　skal　ldan　rgya 　mtsho 　
’i　gsung　

’bum．使用刊本： Vab　rje　bla　ma 　skal

klan　rgya 〃mtshoi 　gsum
’bum （夏爾嗄丹嘉 措文集）．　Eds．　Dge ’dun　blo　bzang （更登羅桑），Blo

bzang　dar　rgyas （羅桑達傑〉，
Phun 　tshogs （鵬措）．5vols．　Lan　krQ’u （蘭州）：Kan 　su

’
u　mi 　rigs　dpe

skrun 　khang （甘粛民族出版社），1999．

Ch … gy・1　Ng ・9・dbang・da・・rgy ・・ （1740−1807）・　・T・　phag 　yid　b・hi・　n ・渤 ・ 掀 ・9 ・　・hen　9ンi　kh・id
rim 　ma 　rig 　mttn　pa　set　ha　

’i　ye　shes 　sgron 　nte．使用刊本 ： Ngag 　dbang　dar　rgyhas （阿旺達爾基），

rDzogs 　chen 　ma 　rig 〃mun 　sel．（阿旺達爾基文集）．　Eds．　ICe　nag 　tshang 　Hum 　chen （荒奔） and 　Nyi

zla　he　ru 　ka （尼達）．（Snags　man 　dpe　tShegs ；2）．Pe　cin （北京）：Mi　rigs　dpe　skrun 　khan （民族出

版社），2002，

編著者名 ・刊行年不詳、rNying 　ma
’i　gsung

’bUM．中国 に お い て 「内部資料」 と して 編纂、発

行 された文献で 、奥付を欠き、著者 ・出版元 ・刊行年 は 不明。slVgon 　
’
gro　

’i　gtam に は、ポタ

ラ宮殿所蔵の 版本を収録対象 とした とある。

Rig ’dzin　dPal　ldan　bkra　shis 　（1688−1742＞．Rig
’dzin　chen 　mo 　dpa 〃dan　bkra　shis　kyi　gsung　rtsom

phyogs 　bsgrigs．使用刊本：Rig　’dzin　Dpal　ldan　bkra　shis （仁増華丹扎西）．　Rig
’dzin　chen 　mo 　dpal

ldan　bkra　shis 　kyi　gsung　rtsom 　phyogs　bsgrigs（仁増華丹扎西文SU）．　Ms ．　ICe　nag 　tShang　Hum
chen （荒奔） and 　Nyi　zla 　he　ru　ka （尼達）．　Pe　cin （北京）： Mi　dgs　dpe　skrun 　khan （民族出版社），
2002．

’Jigs　med 　theg　mchog ．祕 ）o　sntad 　bstan　pa 　
’i　gmas 　gthi　rong 　bo　dpαt　gyi　dgon　chen 　phyog　thants

ced 　tas　rnani 　PCV
’
　rg ），at　ba　bde　chen 　chOS

’keor　gling　gtSO　byas　ha　
’i　chOS 　dar　tshul　ches 　long　tsam

brjod　pa　rdzog 　tdαn　gtam　g［yi　rang 　sgra （1988）．使用刊本 ：
’Jigs　rned 　theg　mchog （吉邁特却）．

Rong　bo　dgon　chen 　gyi　gcian　rabs 　rdzogs 　ldan　gttvn　gyi　rang 　sgra （隆務寺志）．Ed．　Grags　pa （智

華）．Zi　ling （西寧）： rnTsho 　sngon 　mhigs 　dpe　skurun 　khang （青海民族出版社），1988，

Sum 　pa　Ye　shes　dpal　’byor （1704−1788）．mTsho 　sngon 　gyi　lo　rgyus （1787）．使用刊本 ：Sum 　pa

ye　shes 　dpal　’byor （松 巴 ・葉西華角）．mTsho 　sngon 　gyi　lo　rgyus 　bkodpa ’i　tshangs　glu　gsar　snyan

（青海歴史）．　Zi　ling（西寧）：mTsho 　sngon 　mi 　rigs　dpe　skurun 　khang （青海民族出版社），1982．

dGa ’

　rab 　rdo　rje．　Tshig　gsum 　gnad 　du　brdeg　pa
’i　man 　ngag ．使用刊本 ：dGa’rab−rdo　rje （嗄拉多

傑）．　Tshig　gsum 　gncui　du　brdeg　pa
’i　tncm 　ngag （椎撃三要ロ訣）．台北、大蔵文化出版社、2003。

’

チベ ッ ト語テ キ ス ト と法護に よ る中国語訳注と を併収 。 底本 は 北京 ・民族図書館所蔵の版本

とあ る 。

sNyin 　zhu 　mkhan 　po
’Jam　dbyangs　rdo　rje．　Rang　bthin　rdzogs 　pa 　chen 　po

’i　chos ’byung　ri8 ’dzin

brg）Utd　pa 　
’i　rnam 　thar　ngo 　nttshar　nor 　bu　beeD　’uraya 　

’
i　phreng　ba （1998），使用刊本： 中文訳注。

紐修堪仁波切蒋揚多傑著 ・堪布耶謝桑波訳 『大圓満傳承源流 ・藍寶石 』 上 ・下、台北、全佛

文化有限公司、2002．

Zhabs　dkar　pa　tShogs　drug　rang 　gro1（1781−1851）．　sNyigs 　dUs　’

8ro　bo　yongs　kyi　skyas 　mgon 　zhabs

dkar　rdo 　rje 　
’
chang 　chen 　PO　

’i　rnam 　par　thar　pa　rgy α S　par　bshad　pa 　skal 　bzang　gdul　bya　thar’dod
mtvns 　kyi　re　ba　skOng 　ba’i　yid　bzhin　gyi　nor 　bza　bsant’phet　dtbang 　gi　rgyal 　bo．使用 刊本 ： zhabs

dkar　pa （夏嘆巴）．Zhabs 　dkarpa 　
’i　rnam 　thar （夏嗄巴伝）。Ed．　bKia　shis 　rab 　brtan（扎西拉旦）．

stod ・cha （上），　smad 　cha （下）．　Zi　ling（西寧）：mTsho 　sngon 　mi 　rigs　dpe　skurun 　khang （青海民族

出版社），1985−1986．
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文献表

チベ ッ ト語

Ko　zhul 　grags　pa　
’byung　gnas （郭須 ・扎巴軍乃） and 　rGyal 　ba　blo　bzang　mkhas 　grub （嘉娃 ・羅桑開珠），

　 　 　 　 　 eds ．

1gg2　 Gangs　can 　nrkhas 　grub　rim 　byon　mt
’
ng 　mdzod （雪域歴代人名辞典）．lan　kro’u （蘭州）：Kan　su

’

u

　　　 mi 　rigs　de　skrun 　khang （甘粛民族出版社）．

mKhas 　btSun　bzang　PO

1973　 ∫1Vgα ’
gyur　rnying 　ma 加

’i　bla　ma 　brgyud　pa　rjes
’brangs　dbπ9 わαas 　pa

’i　rnam 　t加 川 80踞 5加 r

　　　 r8ッα 蹠 訥 o （B‘087 ¢ 助icat　Dic’∫o πα型 qプnbet　and 　Zbet砌 β麗【北ihism）．11vols，　Dha   sala
，
　Indla：

　　　 Library　of　Tibetan　Wbrks　and 　Archives，19σ3−1979．

Dung 　dkar　blo　bzang　’

phrin　las（東喝 ・洛桑赤列）

　 2002　 配 D 姻 84   ア 納 ‘8 雌 04c 舵 η 〃如 （東嚆蔵学大辞典）．Pe　cin （北京）： Krung　go
’i　bOd　rig　pa　dpe

　　　　　sknm 　khang （中国蔵学出版社）．

rDo 　b旧 g　dGe ’dun　cho6
’

pe且

1988　 配 κ  の α η8498
’dun　chOs ’

pel　S［｝
，i　9Stmg　rtaem 　phyogs 　sgrig （根敦群培文ve）．　Khreng　tu’

u （成

　　　 都）：Si　khron　mi 　rigs　dpe　skurn 　khang （四川民族出版社）．

Nor　sde2000

　 ChOs 　db）伽 85∫’obs 　ldUn　rdO り〆 ’  ’加 r　rags 　bsdus，　DGRDz −1，5．

Mi　rigs　dpe　mdy （Xi　khang （民族図書館〉

1984　 Bod 　gangs　can 　9ンi　grub　mtha
’
r 〜∫ 灘 4廨 曲 4肋 η8 占避gyα dαπ9占r8y 認 cμ ’勿 88∫85πη9

’bum

　　　 SU 　SU
’i　dnr 　chag 　phyogS　gcig　tu　bsgrigS　pa　shes 　bya　

’i　gter〃ndzod （蔵文典籍目録文集類子目）．

　　　 stod ・cha （上）．Khreng　tu
’
u （成都）；Si　khron　mi 　ngs　dpe　skum 　khang （四Jll民族 出版社）．

1989　 Bod 　gangs　can 　gyi　grub　mtha
’
ris　med 　kyi　mkhas 　db硼 9　brgya　dUng　brgyad　cu　lhag　gi　gsung

’bum

　　　 su 　su
’i　cthar　chag 　phyogs　gcig　tu　bsgrigs　pa　shes 　bya　

’i　gter　ndzod （蔵文典籍目録文集類子 目）．

　　　 bar　cha （中）．Pe　cin （北京）： Mi 　rigs　dpe　skrun 　khan （民族出版社）．

dMu 　dge　bSarn　gtan　rgya 　mtSho （毛児蓋 ・桑木丹，1914−1993）

1997　 rJe 　d砌 dge　bsam 　gtan　rgya 　mtsho
’i　gsum

’bum （rje 　dmu　dge　bsam　gtan　rgya 　nttsho 　mi 　7185
　　　 dbyangs　can 　dga’　ba’i　blo　gros　dpal　bzang　bo　

’i　gsun8
’bum，（毛児蓋 ・桑木丹全集）．voL3 （第

　　　 三巻）．Zi　lin8（西寧）：mTsho 　sngon 　mi　rigs　dpe　skurun 　khang （青海民族出版社）．

Ye　shes −rdo　rjeo （楊貴明）
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　 2002　 Gangs　can 〃 tkhas 　dbang　rim 　byon　gyi　rnam 　thar〃tdor　bsdus　haud 　rtsi　
’i　thigs　phreng （歴代蔵族

　　　　　認
伝）・v°］・　 2・　 Pe　cln （”t

・
京）： K皿 ng9 ぴi噛 ‘shes 面gdp ・ ・  ・ khang （中国蔵学出

その 他 の諸言語

稲葉正就

　 1961　
「チ ベ ッ ト佛教史の研究」

『
日本西蔵学会 々報」 8 号 、 pp．1−・3。

金子英一

　 1982　　
『古タ ン トラ全集解題目録』 国書刊行会。

示藏加 （sKal 　bzang　rgyal ）

　 2002　　
『吐蕃佛教一 寧瑪派前史與密宗傳承研究 』 北京 ・宗教文化出版社。

崔永紅 ・張得祖 ・杜常順

　 1999　　『青海通史」 西寧 ・青海人民出版社 。

佐藤長

　 1978　　「チベ ッ ト歴史地理研究』 岩波書店。

　 1986　　「中世チベ ッ ト史研究 』 同朋舎。

謝啓晃 ・李双剣 ・丹珠昂奔 編

　 1993　 『藏族傳統文化辞典 』 蘭州 ・甘粛民 出版社 。

杜永彬

　 1994　 学位論文 『西蔵人文主義先駆者更敦群培大師評伝 』 台北、蒙蔵 委員会。

長尾雅人 ・井筒 俊彦 ・福永 光 司 ・上山 春平 ・服部正明 ・梶 山 雄
一・高崎 直道 編

　 1989　　「チ ベ ッ ト仏教』 （岩波講座 ・東洋思想第 11巻）岩波書店 。

平松敏雄

　 1982　　
「西蔵仏教宗義研究 』 第三巻 ： トゥカ ン 『一切宗義 』 ニ ン マ 派 の章、東洋文庫 。

　 1989　
「ニ ン マ 派 と中国禅」

「
チベ ッ ト仏教』 （岩波講座 ・東洋思想第 11巻）、 岩波書店、pp．263−287。

蒲文成

　 1989　 『甘青藏傳佛教寺院』 西寧、青海人民出版社 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 − ．18−9 世紀 ア ム ド・レ プコ ン 地
．
方 に お け るニ ン マ 派の発展一

　　　　　　　　楊麒麟

　　　　　　　　　　2003　 「西藏佛教寺廟亅 成都、四 川入民出版社。

　　　　　　　　 山口瑞鳳

　　　　　　　　　　1982　
「カダム 派 の 典籍 と教養」

『東洋学術研究」 21−2、pp．68−80 。

　　　　　　　　　　1987　　「チベ ッ ト』 （上）、東京大学出版社。

　　　　　　　　 Dargyay，　E．　M ．

　　　　　　　　　　1977　 Tl；e　Rise｛ofEsoteric 　Btidtthism　in　nbet．　Delhi ：Motilal　Banarsidas．

　　　　　　　　
’Gos　Lo　tsa　ba　gZhon 　nu 　dpal．

　　　　　　　　　　1949」 5371te　Blue　Annats．2vols，　Tn　Roerich，　G 　N．　Calcutta：Royal　Society　of　Bcngal．

　　　　　　　　Kamay
，
　Samten　G ．

　　　　　　　　　　！988　　The　Great　Perfetion　（R改og∫ chen ）．Leiden：EJ．Brill．

　　　　　　　　 Stein，　R．　A ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1962　 」「La 　Civiiisation　tibetaine。　Paris：Dunod ．

　　　　　　　　　　1972　 nbetan　Civitization．　Tr．　Stapleton　Driver．　J．E．　London： Faber　and 　Faber．

　　　　　　　　Tucci
，
　G 　and 　Heissig

，
　W ．

　　　　　　　　　　1970　 Die　Religionen　ribets　und 　der　Mongelei．　Stuttgard：W ．　Ko 且hammer ．

　　　　　　　　 Tucci，G，

　　　　　　　　　　1980　 17ie　Religions　ofnbet ．　Tr．　Geoffrey　Samue1．　London：Routledge　and 　Kegan　Paul．

　　　　　　　　 Tarthang　TUIku．

　　　　　　　　　　且972　 A　Histoりy（ofthe 　Bucldhist　Dha ，ma −Crystat　mirror
，
　 Vol．5．　Tr．　Lawrence 　Gruben 　Eds．　Robertson

，

　　　　　　　　　　　　　　J．and 　Black，　D ．　Berkeley：Dhama 　Press．

　　　　　　　　 Tuku 　Thondup

　　　　　　　　　　2005　 「
大円満龍欽寧体伝承祖師伝』 図登華丹訳、台北、寧瑪巴喇栄三乗佛学会出版社。

　　　　　　　　注

　　　　　　　　　 （1）杜永彬 1994。

　　　　　　　　　 （2）Chos　rgyal　ngag 　gi　dbang　po とも表記 （VPh ，551）。
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一 18−9 世紀 ア ム ド・レ プ コ ン地方に お けるニ ン マ 派の 発展一

（3＞チ ベ ッ ト東北 部の レ プ コ ン 地方を中心 に成立 した、在家者を中心 とした ニ ン マ 派 の
一

大教圏。

　　 チ ペ ッ ト仏教 の 他 の 宗派 と比 して 、ニ ン マ 派 は 在家者中心 とす る傾向を 有す るが
、

こ の地域は

　　 特 に そ の傾向が強 い 。現在の 中国 に よる行政区画で 、 青海省の黄南蔵族 自治州を構成す る同仁

　　 （Thun 加 ）、 チ ェ ン ツ ァ （gCan 　tsha＞、ツ ェ コ ク （rTse   og ）、ソ ク デ （Sog　sde ）の 四県 と、同省

　　 海東地 区の 化隆盛 回族 自治県、撒拉回族 自治県、海南蔵族 自治州 の 同徳県、、甘粛省甘南蔵族 自

　　 治州 の 西部などに 相当。

（4） コ ロ フ ォ ン に は
「
私が 65 歳 となっ た木牛年 （shing 　glang　lo．甲丑 の 年）に書かれた」 とある こ と

　　 か ら、1865年の 成立 で ある こ とがわか る （DG ，　783 ）。

（5）例えば DGRDz （→ 略号表参照〉、　 MSYG など 。

（6）rang 　gi　spun 　zla　dge　steng 　gis　de　gar　sdQd 　cig 　zer 　ba　dang　ma 　gzhi
’i　rkyen 　shig　la’ng 　brten　nas 　chos

　　 sde 　chen 　po　dpal　ldan’bras　spungs 　su　grawa　tshang　
’
khag　mthon 　bzhi　yOd　pa

’i　nang 　nas　rang 　re
’i　thob

　　 khungs　bk13　shis 　sgo 　mang 　ba’i’grigs　lam　la　shugs 　so ノ （KGG ，12）

（7）・kab・ zhig・lu・ 置・ ・ib　b・
’i　 nad ・kyi・gt・e ・ b・ dang・9・aw ・ b・   ・ ・h・・kyi・by・ ・py・d　l・ brten・nas 　r・ng 　1・

　　 rang 　yi　mug 　cing 　gnas　chung 　dang　dga
’
gdong　chos 　skyong 　sogs 　la　bstag　pa　shus

’
t．＿．　rkyen 　de　dag　la

　　 brten　grawa　sa 　nas 　thon 　ste 　r （KGG ，13− 14）

（8） Z・・ch ・n ・h・ky・
’byung　gna・ （1002−1062）、　Z ・・ ch ・ ng ・h・・ r・b・9・・g・P・ （1014− 1074）、・G ・・ ph・g

　　 pa　shakya 　seng 　ge （10741134 ）の 三 名 を 指 す 。

（9）　
’
jig　rten　bde　shing 　skyid 　pa　la 〃 orgyan 　tShes　bcu　bsnggs　pa　yin〃de　phyir　tshes　bcu　e　tshugs 　bsam

　　〃 yul　gru　
’

ga
’ la　btsugs　pa　yin〃 mtha

’ dmag’khrug　rtsed　bzlog　pa　la〃bka’ brgyad　khrQ　rol　bsngags

　　 pa　yin〃 de　phyir　bka
’brgyad　e　tshugs 　bsam 〃 sngags 　sde

’
ga
’la　btsugs　pa　yin〃 phyir　ma

’i　thar　lam

　　 myur 　ba　la　lf　man 　ngag 　1ta　ba　rdzogs 　chen 　bsngags〃de　phyir　skal 　ldan’

ga
’

ztiig 　la〃 zab 　larn　snying

　　 thig　khrid　pa　yin〃　（KGG ，2）

（10＞グル （Mgur）、馬頭明王修持儀軌 （khro　rgyal 　rta　mcheg 　rol　ba　gsang　．sgrub 　kyi　gtor　bzlog　bgegs

　　 dpung　mthar 　byed　i）、聴聞録 （gsan　yig）（PKS ，277−317）。

（11）mtha
”khob 　1Cyi　nang 　nas　yang　

’khob　rgya 　min 　bOd　min 　rgya 　hor　la　sogs 　pa　sna 　tshogs
’dres　pa

’i　sa　cha

　　 zhig 　tu　yod　do　／　（KGG ，9）

（12） ドードゥ プチ ェ ン 1 世 ジ グメ ー
テ t ン レ

ー
オーセ ル ー （rDo 　grub　chen

’Jigs　med 　
’
phrin　las

’
od

　　 zar）、1745−1822。事績 の 詳細に つ い て は 、　VPh （528−533）を参照 。

（13）事績 の 詳細 に つ い て は、VPh （553−555）を 参照。

（14）別名 、 Arig　dge　bshes　Byams 　pa
’

od 　zer （1］rrshCh，　2194＞。

（15）ニ ン マ 派 6 大僧院 の 建立年代：1．カ トゥ 寺 （Ka　thog 　dgon 　pa，12 世紀 。 最 も由緒 あ る こ の僧院

　　 は、建立自体は古い が、僧院 と して の規模を有する よ うに な っ た の は 17世紀か らで あ る ） 2 ．

　　 ドル ジ ィ タク寺 （rDo 　rje 　brag，16世紀末） 3．パ ル ユ 寺 （dPal　yul　dgon　pa， 1675） 4．メ ン トゥ

　　ル ラ ン 寺 （sMin 　grol　gling，　1676） 5 ．ゾクチ ェ ン 寺 （rDzogs 　chen 　dgon　pa，1680） 6．シ チ ェ ン 寺

　　 （Zhe　chen 　dgon　pa，18世紀）。

（16）生没年な ど詳細な事績は不詳。「持明表示伝」 は ニ ン マ の 三 大伝承 の一つ で 、中国人 で あ っ た と

　　 され る （D（｝RDz4 ，　13）。
ニ ン マ 派へ の 中国禅の 影響 は こ の 人物に よっ て もた らさ れた可能性も

　　 ある 。

（17）レプコ ン で は著名な寺院で、ロ ン ウ ・ゴ ン チ ェ ン 寺の 初期の 18 の 末寺の ひ とつ （蒲文成 1989，
　　 447）。

（18）Mi ’
gyur　n   mkha

’
rdo 巾，1793−1870．　DGRDz2 （301−310）を参照 。
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（19）注 12 を参照 。

（20）Drshch （1156）に は、1810年、ドードウプチ ェ ン に よりヤ ロ ン ペ ー
マ コ が建 て られた とあ る 。

　　 また DKhN （75）に もヤ ロ ン ペ ー
マ コ に関する記事が ある。

（21）法性深奥に して 四 方に勝利せ る神力金剛 （Klong 　chen 　Chos 　dbyings　sTobs 　ldan　rdQ　rje　Ma 　pham

　　 Phyogs　las　rnam 　par　rgyal　ba）。

（22）drag　sngagS 　lag　len　gyi　skor 　mnan 　pa
’i　las　mtha ’

ri　rab　nag 　po．（DGRDzl．4）

（23） VPh （359）をはじめ、ニ ン マ 派関係 の 多 くの 文献 で 同様 の 記事が み られ る 。

（24）以下は VPh （359）に よる e 　Tuku　Thondup は 次の ように比定 してお り、異同がみ られ る ， 身

　　 化身 ・チ ェ ン ツ ィ
・イ ィ シ イ ドル ジ ィ （Tuku 　Thondup 　2005

，
246）。語化身 ・ホ ィ テ ィ ・ジ グ メ

　　 チ ィ チア ン オ ゥ （Tuku　Thondup　2005
，
274）。意化身 ・ジ ャ ム ヤ ン ・チ ェ ン チ ィ ア ン オ ゥ （Tuku

　　 Thondup　2005，292）。

（25）例えば、平松 1989。
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